
視点１ 視点２ 視点３

　

　

〇学びのエリアの3小学校のそれぞれ
　の実態に合わせ体育科を共通の研究
　教科とし、仲間とともにチャレンジ
　し、すすんで運動を楽しめる児童の
　育成を目指す。
〇ＥＳＤ及びＳＤＧｓの基礎を養うた
　めに、環境学習を通し芝生校庭の維
　持管理に全校で取り組む活動を取り
　入れる。
○地域にある歴史的な街道や施設、公
　共施設、自然、人材など地域にある
　魅力的な「人・もの・こと」を活用
　して学ぶ活動を取り入れる。

〇総合的な学習の時間や体育科を中心に
　小中９年間のカリキュラムに沿った指
　導を行う。
〇各教科、行事体験等で身に付けた力を
  生かし伸ばしていけるような「総合
  的な学習の時間」の設定を学校全体
  で取り組んでいく。
〇キャリア教育の推進、郷土愛を育成す
  るため、地域に目を向けた学習課題
  を設定する。

○一人一台端末を活用し、話合いの
　ツールとして活用したり、作品を発
　表し合ったりする活動に生かす。
○学習の習熟や、個別の記録を生かし
　た振り返りなどの場面における一人
　一台端末の活用を図る。
〇情報モラル教育を教育活動全体とし
　て計画的に取り組む。
○学びのエリアで「ChromeBook活用推
　進プラン」を共有し活用の日常化を
　目指す。

「課題の設定、情報の収集・整理分析・
考察、課題解決、まとめ・表現、新たな
課題設定」等の学習の流れを意識し、定
着できるようにする。

めあてや学習の流れを正しく把握し、学習内
容を理解する。（INPUT）→自分の考えをも
つ（THINK）→考えをまとめ発表する
（OUTPUT）
授業の流れを明確にし、子どもが主体的に学
習に関われるようにする。

地域の人材や施設との交流活動を通し
て、地域とともにある学校という愛校
心・郷土への愛情の心を育てる。
芝生の校庭を維持するための「グリーン
サポーター」と連携し、学校愛、郷土愛
の育成を図る。

■いたばし学び支援プラン２０２５の実現に向けた具体的な取組

小中一貫教育の推進
板橋のiカリキュラムの活用

カリキュラム・マネジメントの推進
ICT環境の適切な維持と活用

個別最適な学び・協働的な学びの実現

■学校経営方針より（学力向上に関わる内容から）

○教科書の基礎的・基本的な内容を確実に定着させ、「わかる、できる」授業の実現を目指す。
　「板橋区授業スタンダード」の浸透と「授業改善推進プラン」の活用を図るとともに、個に応じた指導を工夫し、基礎的・基本的な知識・技能
を確実に習得させ、習得した知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力等を高める。読み解く力の育成を通して、主体的に学びに
向かう力を養う。
○一人一人の個性や能力を生かす指導の徹底を図る。（習熟度別授業・低学年の習熟度別算数・高学年の教科担任制・体験的活動・朝学習）
○学習の基礎・基本の定着を図る。（漢字、計算の定着、繰り返しの学習、夏季学習教室、家庭学習）
○学習を成立させる基礎基本の定着を図る。（話の聴き方、姿勢、学習のルール、自分の考えを言う）
○各教科の中で一人一台端末を活用して、情報活用能力の育成を図る。「プログラミング的思考」を育む。
〇地域や学校にある魅力的な「人・もの・こと」等豊富な教育資源を活用した教育活動に取り組む（生活科・理科・社会科・総合的な学習の時間
等）

■授業革新推進に向けての具体的な方策

板橋区授業スタンダードの徹底 読み解く力の育成 総合的な学習の時間との連携

令和７年度「授業改善推進プラン」（全体計画）

■児童・生徒の学力の状況 ■授業革新推進に向けた、指導上の課題

○意欲的に取り組むが、話を正しく聞き取り理解する
  ことや学習に向かう姿勢に課題が見られる。
○学力調査等の調査の結果から、基礎的・基本的な内
  容について充分に定着していない児童が目立つ。学
  習での個別支援が必要な児童が見られる。
○学習後の時間経過とともに学んだ内容があいまいに
  なる傾向が強く、繰り返しの指導が必要である。

○授業ルールやマナーについて共通実践し、学習の定
着を図れるように全校で指導していく必要がある。
○「読み解く力」を育成し、児童の主体的な学習が実
践できるよう以下のような活動の工夫が必要である。
・話の目的や内容を考え、最後まで正確に聞いたり分
かりやすく話したりする活動。
・聞き取ったことや話し合ったことをもとに、自分の
考えをもち表現したりまとめたりしていく活動。

板橋区立 学校弥生小


